
手賀沼のほとりに白樺文学館

逆井漫歩３４

㊧志賀直哉旧居。我孫子市が公園
化したが、めでた手賀沼は遠くなり
薄暗い㊥道を挟んで、その前に出
来た白樺文学館。彫刻も鑑賞でき
る㊨上下とも文学館内部の展示

大
正
時
代
に
手
賀
沼
の
美
し
い
景
観
に

魅
せ
ら
れ
た
文
人
た
ち
が
、
我
孫
子
に
住

居
を
か
ま
え
た
。
素
朴
な
日
常
雑
器
に
美

を
認
め
、
民
芸
と
い
う
言
葉
を
普
及
さ
せ

た
柳
宗
悦
が
志
賀
直
哉
を
呼
び
、
直
哉
が

武
者
小
路
実
篤
を
招
い
た
。
こ
の
三
人
が

文
芸
同
人
誌
「
白
樺
」
で
活
躍
し
た
。
ま

た
、
滝
井
孝
作
、
中
勘
助
も
住
ん
だ
。

こ
と
し
一
月
に
直
哉
旧
宅
前
に
、
三
階

建
て
の
白
樺
文
学
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
会
社
日
本
オ
ラ

ク
ル
の
会
長
が
私
財
を
投
じ
た
も
の
で
、

三
千
点
と
い
う
白
樺
派
ゆ
か
り
の
原
稿
や

書
簡
、
書
籍
を
公
開
し
て
お
り
、
閲
覧
、

読
書
が
で
き
る
。

我
孫
子
を
「
若
き
文
芸
闘
士
の
一
大
拠

点
」
だ
っ
た
と
し
、
「
さ
あ
、
彼
ら
の
息

吹
を
吸
お
う
で
は
な
い
か
」
と
勇
ま
し
い
。

意
外
な
書
簡
の
展
示
も
あ
る
か
ら
、
「
息

吹
」
を
読
む
た
め
の
散
策
に
い
い
。

直
哉
旧
居
、
文
学
館
が
あ
る
の
は
成
田

へ
の
旧
道
、
昭
和
に
な
っ
て
も
、
す
ぐ
そ

こ
ま
で
沼
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
家

が
建
て
込
み
、
旧
居
は
陰
鬱
な
景
観
を
見

せ
て
い
る
。
文
学
館
は
、
金
土
日
月
が
公

開
日
、
火
水
は
市
民
大
学
を
開
い
て
い
る
。

我孫子市緑2-11-8白樺文学館0471-69-8468

平成１３南７月


